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Ayase River Times 
みんなで 「ほっと、いっしょに、いきいきと」 

～安心・信頼を大切に 共に考え・学び、お互いの自己実現を目指します～ 

あいのわ福祉会                                                              

 

 

 

 

6月 29日(土曜日)の第14回綾瀬いっしょ祭は、梅雨の真っただ中でありましたが、お蔭様で雨に打た

れることなく、地域のたくさんの方々にお越し頂き盛況に開催することが出来ました。ありがとうござい

ました。区長代理をはじめ厚生委員長他多くの議員の方々、地域の町会長、小中学校の校長先生、PTA 会

長、地域の協力者、関連施設の施設長の方々等多くのご来賓にお越し頂けました。予定時間を５分経過し

ての開会でしたが、職員のソーラン節を皮切りに各種イベントでは浦和大学のエイサーや蒲原中学校の吹

奏楽、東京大学のアカペラを含む、利用者と職員によるグループ毎の踊りやパフォーマンスによる出し物

と物品販売、食べ物販売、障害者施設の商品販売、マッサージ・ネイルアート、金魚すくい等賑やかなお

祭りでした。また、今回はお買い物をして頂いた方全員に抽選券をお配りし、一等賞は東日本被災地３県

のグルメパック(約１万円相当の品物)と高級加湿器、二等賞、三等賞、四等賞、五等賞までの豪華賞品を

沢山用意しお渡しいたしました。その他、岩下の花らっきょうを参加者への手土産とするなど、「参加し

て楽しいお祭り」に致しました。 

今年もたくさんの方にお集まり頂きありがとうございました。職員一同心より御礼申し上げます。 

来年も地域の方々にとって楽しいお祭りが開催できますよう早めに準備にはいり、お待ちしております。 

 

 

 

心配していたお天気も皆さんのパワーで晴れ、大勢の方が足を運んでくださいました。また、七夕の笹

にも沢山の願い事を書いて下さいました。 

 園祭を行うまでに、利用者の方にイベントやテーマについて考えて頂き、綾瀬いっしょ祭の目玉でもあ

る『みんないっしょ丼』も利用者の方にアンケートを取って決めました。利用者実行委員の方には、当日

緊張の中、開会、閉会宣言をして頂きました。一人ひとりが自分に出来る事を出し切って、来園してくだ

さった方々にも「よかったよ」という声を沢山掛けて頂きました。当日の利用者の方のとても嬉しそうな

表情を見てほっとさせられる事がいっぱいの一日でした。今後も利用者の方の笑顔と一体感を大切にしな

がら、地域の方々との交流も広げていきたいと思っております。 

今後とも綾瀬あかしあ園を宜しくお願いいたします。 

                   

 

 

 

 

一人ひとりが自分の出来ることを 

出し切りました！！ 
「第１４回 綾瀬いっしょ祭り」実行委員長 

小熊 美歩 

園祭を終えて、地域の方々への感謝の気持ち 

第１４回  綾瀬いっしょ祭り 特集号！！！ 

施設長 横内 康行 



 

 

 

 今年度の内部イベントでは、毎年恒例となっている職員によるソー

ラン節と１グループから４グループまでの各グループによる出し物

がありました。イベントのトップバッターは、職員によるソーラン節、

チーム『老若男女』。利用者さんや来場者の方から「ソーラン！ソー

ラン！」などの大きな掛け声をかけていただき、踊っている職員だけでなく、会場が一体となったソーラ

ン節となりました。 

各グループ発表では、からふるな虹色くじらを作った１グループ、昨年のリベンジに燃え一致団結して

ダンスを踊った２グループ、全国のお祭りを披露した３グループ、今年初の劇に挑んだ４グループ。どの

グループもそれぞれの個性やカラーが出ており、笑顔が溢れる内部イベントとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度から綾瀬あかしあ園で、オリジナルフランクフルトを提供しました。ソースの種類が、ケチャッ

プやマスタードだけではなく、サルサソース、明太マヨネーズソースなど多くの種類から選べるというこ

とで、皆さん笑顔になりながら選んでいました。売れ行きも良く、多くの方々に綾瀬のオリジナルフラン

クフルトの味を楽しんでいただけたのではないかと思われます。 

浪江やきそばも提供させて頂き、太麺が好評で長蛇の列になることもありました。綾瀬いっしょ丼も、

ソースカツ、チキンタツタ、かき揚げの3種類の味が一度に楽しめて、お得感だけではなくお腹もいっぱ

いとなる丼となりました。昨年度とはまた違い、新しい味が楽しめるということもあり、皆さんに喜んで

頂けたのではないかと思います。皆さんは、どのお店がお気に入りだったでしょうか。 

今年度も地域の方々に協力して頂き、多くの商品を販売することが出来ました。次年度も皆さんに喜ん

で頂けるような模擬店を出していきたいと思います。多くの方々のご協力、ご来園ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

お得感だけではなく、 

       お腹もいっぱい！！！！ 

会場が一体となりました☆ 
イベント担当より 

模擬店担当より 



 

 

 

今回の外部イベントは、蒲原中学校吹奏楽部様、浦和大学エイサークル様、東京大学アカペラサークル

LaVoceより『とうもころし』様に御出演頂きました。吹奏楽部の方の演奏やエイサークルの方による沖縄

の伝統芸能「エイサー」、『とうもころし』様のアカペラと、今年度は音楽やリズムをたっぷり感じられる

イベントでした。曲の中には『手のひらを太陽に』『崖の上のポニョ』『マルマルモリモリ』など皆さんご

存じの曲も多々あり、利用者の方も御来場の皆さんも聞こえてくる音楽に体を揺らしている方や、中には

最前列で一緒に踊り出す方もいらっしゃったりと皆さんとても楽しんでいました。 

 今年度もたくさんの方にイベントを観ていただき、大盛り上がりで終えることが出来ました。ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園祭当日は、暑い中１００名近くのボランティアの方にご協力を頂き、無事に終えることが出来ました。

毎年、近隣施設や個人の方々の温かいお力添えで園祭を開催出来る事を深く感謝しております。 

園祭を通して、綾瀬あかしあ園を知って頂き、ボランティアさんの方々から、「一緒に楽しく過ごせま

した」「利用者さんとの関わりでこちらが元気をもらいました」「イベントに活気があって良かったです」

等、嬉しいお言葉もたくさん頂くことが出来ました。それだけで満足することなく、ご指摘やご意見頂い

たこともしっかりと受け止めて、次に活かしていきたいと思っております。ご協力して頂いたボランティ

アの皆さま、本当にありがとうございました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

温かいお力添えを 

      深く感謝しております 

音楽やリズムをたっぷり感じられました♪ 

ボランティア担当 

イベント担当より 



１、 最近のマイブーム 

２、 今年の夏挑戦したいこと 

３、 利用者さんとのホッとした瞬間 

４、 グループでチャレンジしたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、 韓国ドラマを見ること 

２、 体力強化 

３、 目が合ってニコッと笑った瞬間 

４、 水遊び 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、 料理・美容 

２、 サーフィン 

３、 毎日笑顔がみられること 

４、 調理 

支援員紹介 

～非常勤職員編～ 

〈編集後記〉 

  園祭が終わりホッと一息ついているのはつかの間、今年も暑さの厳しい夏がやってきまし

た！皆さんは今年の夏はどのように過ごされますか？ 私はこの夏ボルダリングに挑戦しよう

と思っております。水分をこまめに取り、体調面には十分注意して楽しい夏をお過ごしくださ

い！！                                   記 若生 

 

 

綾瀬あかしあ園では現在、日常活動のお手伝いをして頂けるボランティアさんを募集

しております。興味のある方はお気軽に綾瀬あかしあ園までお電話下さい！お待ちして

います！！  

TEL 03-5682-7272  

担当 飛鳥馬・二宮 

 

※利用者さんの写真掲載につきましては、「個人情報保護」の趣旨に基づきご本人及びご家族の許可を得て、掲載しております。 

 


